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「はつひめ」を栽 培してみませんか？ 

令和４年 12 月 19 日 

福島県県南農林事務所農業振興普及部  

 

１. はじめに～「はつひめ」とは？（県 のＨＰより） 

（ １ ）概要  

「 はつひめ」は平成 11 年に「あかつき」に「はつ お と め 」 を 交 配 し た交

雑 実生 から選抜され、平成 21 年２月に品種として登 録 さ れ た 早 生 品 種 です。

収 穫期 は同じく早生品種の「日川白鳳」よ り７ 日ほ ど 早 く 、育 成 地 で あ る福

島 市飯 坂町では７月上中旬に収穫 でき ます 。  

（ ２ ）果実品質  

果 実 の重 さ は 220～ 300ｇ と 、 早 生 種 と し て は か な り 大 き く な り ま す 。 肉

質 はな めらかで、果汁が多く、食 味は 香り が豊 富で 甘 い で す 。日 持 ち は「 日

川 白鳳 」と同等です。  

（ ３ ）栽培特性  

  核 割 れ は 発 生 し ま す が 、 早 生 種 と し て は 少 な く 、 裂 果 は 発 生 し ま せ ん 。

花粉がないため、摘果作業の省力が図れます。  

（ ４ ）病害虫  

果 実でせん孔細菌病の発生が 拡大 する 前に 収穫 す る こ と が で き 、収 穫 ロス

を 防ぐ ことができます。  

 

２. 「はつひめ」の導 入 おすすめ理 由  

（ １ ）  品種構成の見直しの点か ら  

老 木でせん孔細菌病が毎年多 発す る園 地で は、適切 な 薬 剤 散 布 や 耕 種 的防

除 を行 っても、樹体に病原菌が潜 んで いる ため 、防 除 が 困 難 な 場 合 が あ りま

す 。その場合、改植が必要とな りま すが 、「はつひめ 」は 果 実 で せ ん 孔 細菌

病 の発 生が拡大する前に収穫でき るた め、 おす すめ で す 。  

（ ２ ）  労力分散の点から  

  花 粉 が な く 、 摘 蕾 ・ 摘 果 作 業 の 省 力 が 図 れ る こ と に 加 え 、 収 穫 期 を 分 散

することができます。  

 

３. 「はつひめ」導 入 の留 意 点  

 花 粉 が な い た め 、 人 工 授 粉 を 行 わ な い 場 合 は 、 混 植 園 で の 栽 培 を 推 奨 し ま

す 。 また、摘蕾作業は省略します が、 短果 枝を 中心 に 50％ 程 度 の 摘 蕾 を 行う

と 果 実肥大の確保に有効です。  

 



 

 

４．白 河 地 方 の「はつひめ」栽 培 状 況 （東 上 野 出 島 ） 

（ １ ）栽培特性  

栽培者からは「樹勢は強めなため、収穫後に夏季せん定を行う必要がある。」と

のことです。果実は「ちよひめ」と比べて大きいです。 

 

 

 

（２）果実品質 

  白河地方の今年の収穫始めは７月５日で、収穫終わりは７月 13 日となり、果樹研

究所の収穫時期（表１）とほぼ同時期となりました。 

果実の重さは 337ｇと、果樹研究所の「はつひめ」、「日川白鳳」より大きくなり

ました。糖度は 13.0°Brix で、果樹研究所の「日川白鳳」より高く、「はつひめ」

と同程度となりました（表１、２）。 

 

 

 

 

 

 

栽培７年目の「はつひめ」 「はつひめ」（左）「ちよひめ」（右）の様子 

表１ ももの収穫状況（果樹研究所） 

表２ 白河地区と果樹研究所の「はつひめ」果実品質

果実重（ｇ） 糖度（°Brix）

はつひめ（白河） 337 13.0

はつひめ 304 13.2

日川白鳳 236 12.6

※はつひめ（白河）は東上野出島、記載のないものは果樹研究所で収穫


